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広報課　☎ 0748-24-5611　 050-5801-5611　 0748-24-1457

　本市では、 多様な自然と共生しながら、 時代
を変えるような文化が数多く生まれてきました。
　さまざまな分野で活躍する現代のパイオニアを
紹介します。

※市ホームページ特設サイト「HIGASHIOMISM」
　市内の魅力的な人・景色・文化を紹介しています。http://www.city.higashiomi.shiga.jp/higashiomism/

   近江上布を使ったひな人形で　
   地域の魅力を伝える　
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作
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を
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こ
び
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作
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た
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東
之
湖
さ
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は
、
五
個

荘
地
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で
開
催
さ
れ
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に
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わ
る
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。

　「
近
江
上
布
の
ひ
な
人

形
を
広
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る
こ
と
で
、
滋
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を
全
国
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ア
ピ
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し
、
地
域
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地
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を
語
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に
な

る
よ
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、
ひ
な
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形
作
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を
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て
い
き
た
い
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語
る
東
之
湖
さ
ん
の
手
か

ら
、
多
く
の
人
を
魅
了
す
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ひ
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人
形
が
作
り
だ
さ

れ
ま
す
。

　　   映画 『描きたい、が止まらない』　　
　市内在住の※アール・ブリュット作家 古久保憲

のりみつ

満さんは、
国内のさまざまなコンクールで入賞し、海外での展覧会にも出
展されています。古久保さんを２年半取材されたドキュメンタ
リー映画の上映会です。

１月20日㈰10：00～、14:00～
八日市文化芸術会館　ホール

一般1,000円　小人500円　
    チケットは八日市文化芸術会館で販売（当日券あり）
　障害者手帳をお持ちの人は無料

 「描きたい、が止まらない」上映委員会
☎ 03-5545-7731（近藤）
メール pao_movie2018@paonetwork.co.jp　

上映会開催

※伝統や流行、教育などに左右されず内面から湧きあがる衝動のままに表現する芸術

ボールペンや色鉛筆を使って描かれた古久保さんの作品


